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化学的な前処理不要で同位体分析が可能

プラズマジェットと高感度レーザー分光を用いた同位体分析技術

特許第6918307号(共願：静岡大学)
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 高温プラズマ化によるレーザー分光でサンプルの前処理不要。
 通常のレーザー分光の1,000倍～10,000倍の感度。
 小型・可搬型化によりオンサイトでの分析が可能。
 データ取得までわずか数分、連続分析も可能。

⮚ 高温プラズマによって固体、液体、気体状サンプルを一気にプラズマ化。 （化学分離操作が不要）
⮚ 高温プラズマをプラズマジェット（ノズルからの高速噴射）によりプラズマ温度を低下させる
ことで同位体識別のための波長分解能が大幅に向上。

⮚ レーザー吸収分光法により、サンプル投入から数分で特定元素の同位体組成の測定が可能。
⮚ 光共振器によりスペクトル信号を増幅（レーザー光の多重反射）することで高感度化。
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